
（別紙３）

～ 2025年　3月　15日

（対象者数） 2４名 （回答者数） ２３名

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

気になることはミーテングにて振り返りの

時間を多くとると共に、スタッフが何でも

言いやすい環境を強化する事。

2
個別に取り組めるプログラムの時間も考え

ること。

3
目的や意図をしっかり記載し、第三者が、

よりわかりやすいように作っていくこと。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域との交流を再度つなげる為、現在法人内や

部署で出来る地域との結びつきを模索し、考え

てるところである。

2

先ずは少人数でも開催できるかを模索していく

必要がある。また、その中から、家族同士の交

流を図っていき、どうしたら参加人数を増やせ

るかを話し合っていく。

3
面談を実施した際、情報提供が欲しい御家

族には、提供させていただく。

○事業所名 デイＰＯＰ

○保護者評価実施期間 2025年　2月　21日

○保護者評価有効回答数

2025年2　月　21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　4月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

ペアトレーニングや家族参加が出来る研修

の機会や情報提供が出来ていない。

情報を持ってるものの、提供を出来ていな

いのが現在まで続いている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の

他のこどもと機会がないこと

コロナ前は豚汁ピクニックや縁日を開催し、地

域にも呼び掛けていたが、コロナウィルスの影

響で出来なくなった。

父母の会がなく、親御さん同士の交流を図れな

い事。また、親子参加のプログラムがない事。

当事業所を利用されてる親御さんが共働きや母

子家庭等、各々で家庭に事情があり、集まりに

くい為。また、必要としてる親御が少ない為。

子どもたちが楽しむ且つ安全・安心に過ご

すことを考え、日々ミーテイングを行い、

連携をとれてるところ。

スタッフ同士役割を決めたり、声を掛け

合ってる。

プログラムがマンネリ化しないように、子

どもたちと定期的に活動会議を行い、子ど

もたちが挑戦したい事を取り入れている。

固定にならないように、スタッフだけでは

なく、パートスタッフにも活動の担当に

なってもらいる

Instagramや発達ナビで日々の活動を更新

してること。

活動時に写真を撮り、グループLINEにてア

ルバムを作成し、保存してること。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


